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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
方
が
ご
健
勝
で
新
年
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
、
一

言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
加
藤
市
政
の
二
期
目
、
阿
部
県

政
の
三
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
、
阿
部
知
事

は
、「
若
者
達
が
希
望
を
持
て
る
、
老
後

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
そ
し
て
、
元
気

な
産
業
を
作
り
た
い
。
こ
の
視
点
で
今
後

の
県
政
を
進
め
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
産
業
の
活
性
化
は
、
極
め

て
重
要
な
基
本
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
る

と
し
て
い
ま
す
。
県
が
平
成
26
年
に
制
定

し
た
中
小
企
業
振
興
条
例
の
附
則
に
も
同

様
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
商
工
会
議
員
懇

談
会
の
議
員
の
先
生
方
に
も
、
こ
の
条
例

に
実
効
性
の
あ
る
肉
付
け
を
し
て
、
商
工

業
者
の
後
ろ
盾
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
や
色
あ

せ
る
地
方
創
生
の
施
策
は
、
地
方
自
ら
が

発
信
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
ま

す
が
、
私
共
も
行
政
に
寄
り
か
か
ら
ず
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
努
力
を

怠
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
商
工
会

の
円
滑
な
運
営
の
た
め
に
も
会
員
獲
得
は

必
須
事
項
で
あ
り
ま
す
が
、
急
速
な
少
子

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
会
員
の
減

少
、
尚
且
つ
、
職
員
の
減
少
も
受
け
入
れ

た
組
織
体
制
の
見
直
し
に
も
取
り
組
ま
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

会
長
に
就
任
以
来
、各
支
部
を
訪
問
し
、

商
工
会
主
催
共
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
各
支
部
の
会
員
の
皆

様
の
努
力
が
い
か
に
、
そ
の
地
域
の
住
民

の
皆
様
と
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
か

を
こ
の
目
で
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
努
力
に
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
中
山
間
地
の
支
部

の
会
員
の
皆
様
に
は
、
会
員
数
の
減
少
を

恐
れ
ず
、
前
向
き
に
捉
え
、
支
部
活
動
を

継
続
し
つ
つ
、
各
支
部
が
連
携
を
し
て
数

の
力
に
よ
り
、
一
層
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
か
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
首
都
圏
一
極
集
中
に
よ
る
地
方

の
厳
し
さ
が
予
測
さ
れ
る
中
、
関
係
各
位

の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
の
漢
字
は

「
災
」
で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
災
い

転
じ
て
福
と
な
し 

、
そ
し
て
会
員
の
皆
様

の
ご
健
勝
心
よ
り
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

長野市商工会長
工藤　洋吉

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

日時：平成31年1月12日（土）
場所：ホテル メトロポリタン長野

第13回新春交流会

ヨシコフラスタジオのみなさん

平
成
30
年
　

秋
の
褒
章

横
山
英
雄
様
（
現
長
野
市
商
工
会
顧

問
、
前
長
野
市
商
工
会
会
長
・
長
野

県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
）
が
長
年

の
功
績
を
讃
え
ら
れ
、
黄
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。 
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　皆さん、組子ってご存知ですか？繊細
な桟が幾重にも重なり合うことで、様々
な紋様を描き出す日本の伝統技術「組
子」。切り出した材木をカンナやノコギ
リ、ノミなどを使って調整し、釘など
の金属を一切使わずにひとつひとつ丁寧
に手作業で組み合わせていく。組子を作
るには非常に高度な熟練した技術が必要
で、一人前の職人になるには十年以上か

かるとも
言われている。
　当店は、伝統の組子技術
を織り込んだ美しい建具の
修理・リフォームなどにも
対応しておりますので、建
具のことなら何でもお問合
せください。

ϗʔϜϖʔδを৽ن։ઃ
͜の౓、ϗーϜϖーδΛ։ઃ͠ま͠たɻݐ۩
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りま͢ɻ౰店࣮޻ࢪ੷もਵ時ߋ৽ͯ͠ࢀりま
͢のͰੋඇ͝ཡになͬͯͩ͘さ͍ɻ
63-ɿ��IUUQ���XXX�LPCBZBTIJ�
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　当社は昭和60年に設立し、商工会
や地域活動、業界活動を通じてご縁の
あったお客様に支えられ、今年で33年
を迎えることができました。
　主に建築設計監理業・不動産取引業
や12年前に取り組んだ相続NPO活動
を通じて、地域の皆様の資産運用や相
続関係、不動産の相談活動を展開して
参りました。
　その間、バブル期やリーマンショック等を経験し、最
近では空き家問題の仕事や地域の活性化の仕事が増え
ており、日々の環境が刻々と変化していく中で、一喜一
憂することなく、地道に受けた仕事をより誠実に丁寧に
全力投球で取り組みたいと思います。
　今後も「一期一会」の心構えで、皆様のお役に立てるよ
うに努めますので、今後ともよろしくお願いします。

　昭和43年、先代が県の企業局の水道
工事を請負う形で、創業したのが始ま
りです。業歴で51年目となります。こ
れまで、県営水道や長野市水道、近隣
自治体の指定工事業者として公共工事
を中心に事業を営んで参りました。
　昨今、水道管など設備の老朽・劣化
等から、各地での事故が報じられてお
ります。住民生活にとって大切なライ
フラインを担う事業者として、その使
命と重要性を再認識しております。
　また先頃、国会において水道法の一部改正という動きが
見られました。ただ水道事業を司る地方自治体等に混乱を
来さないことを望むしだいです。
　当社は、これからも、地域に根ざし、地域に必要とされ、
地域社会と共に成長することで、社会に貢献して参りたい
と思います。

　東京で板前として修業を重ね、
昭和58年5月、気軽に立ち寄って
もらえる食堂を目指し開業し、今
年で35年になります。
　お店は国道18号線沿いにあ
り、昼どきは多くのドライバーが
立ち寄ります。
　また、宴会のできる広間もあ
り、地域の皆様にご利用いただい
ています。
　自慢のメニューは地元の食材をふんだんに使ったボ
リュームたっぷりの「元気が出る定食」です。是非ご
賞味ください。
　店の至るところには趣味で集めた「馬」に関する置き
物、絵馬等が所狭しとあり、その数は1,000を超えます。
　これからも末永く、皆様に愛され、親しまれ続けるお
店になるよう努めて参ります。

〒381-2204　長野市真島町真島1060
☎ 284-8825　fax 284-6441

τʔλϧϓϥϯࢁؙ᷃
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117

大倉中央

信濃浅野

飯山
線北

し
な
の
線

〒381-2233　長野市川中島町上氷鉋808-2
☎ 285-3223　fax 283-0496

〒389-1102　長野市豊野町大倉2074-2
☎ 257-5665

຿ళ޻౻੪（ג）

更北支部

川中島支部

若穂支部

豊野支部

事務所 全景

店舗外観

元気が出る定食（かつ丼）

丸山所長

代表取締役　斉藤 靖氏
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ロクシキ経営（株）
代表取締役

中
なか

邨
むら

 康
やす

弘
ひろ

（更北支部会員）

　突然ですが、みなさんはどんなラーメン屋が好きですか？　私は味にうるさい上に、健康志向が強いので、
【美味い無化調ラーメン】を提供してくれるお店を探し求めています。

　どのラーメン屋に入るかは人それぞれですが、他にはどんなラーメン屋が考えられるでしょうか？　例
えば、昼間忙しい外回りのビジネスマンのランチタイムには【提供時間超速ラーメン】のうけが良さそう
です。それとか、「たくさん食べたい！とにかくコスパだ！」という人には、【激安超大盛りラーメン】は
どうでしょうか。

　さて、同じラーメン屋でも、このように随分と様相が違うわけですが、これを【コンセプト】の違いと言っ
ているわけです。これはわかりやすそうでわかりにくい言葉なのですが、経営理論としては、次の3要素
を決めることでコンセプトが固まります。

ʲ୭ʹ（ࢢ৔ʗ٬ސ）rɹ̡ ԿΛ（Ձ஋ʗػೳ）rɹ̡ ͲͷΑ͏ʹ（ํ๏ʗٕज़）r

　ここで、話題に挙げた3つのラーメン屋について、コンセプトを決める3要素で整理してみてください。
例えば、私が整理すると、下記のようにまとめることができます。（あくまでも一例です。）客層も違う、
提供するラーメンの価値も違う、作り方や店舗運営の仕方も違うのが想像できるでしょうか。三者三様、
これだけコンセプトがはっきりしていれば、それぞれしっかりと顧客に伝わり、どのラーメン屋も繁盛し
そうです。

୭ʹʢࢢ৔ʗ٬ސʣ ԿΛʢՁ஋ʗػೳʣ ͲͷΑ͏ʹʢํ๏ʗٕज़ʣ

美味い無化調
ラーメン

•  化学調味料が嫌いな健康志
向の強い人

•味にうるさい人

•  化学調味料を使っていない
のに、とても美味しいラー
メン

•独自ルートの調味料の仕入れ
•  原材料や調理方法へのこだわ
り

提供時間超速
ラーメン

•ランチが忙しい人
•  食事に時間をかけたくない
人

•注文に時間がかからない
•注文したら直ぐ出てくる

•素早く注文を取るノウハウ
•  短い提供時間を実現する調理
技術

激安超大盛り
ラーメン

•コスパ重視の人
•お金のない学生

•  安くてお腹いっぱい食べら
れる

•安い仕入れルート
•  大盛りに適した調理器具や食
器

　ひるがえって、御社の商売やサービスのコンセプトは、はっきりしているでしょうか？　最終的にはモ
ノやサービスを売るわけですが、顧客はモノやサービスを通じて、コンセプトを手に入れたいのです。

　実務上、このコンセプトがしっかりしていないと、どんなにマーケティングを頑張っても、小手先の集
客テクニックを導入しても、売上を上げることが非常に難しくなります。コンセプトがイマイチというこ
とは、言うなれば、最初から負けが決まっている、筋の悪い商売を挑んでいるようなものなのです。逆に、
コンセプトが良いと、そんなにマーケティングや集客を頑張らなくても、ある程度、自然に売れていきます。

　以上、今回の内容はいかがだったでしょうか。コンセプトがぐらついている事業は、顧客に伝わらず、
営業や集客を困難にしてしまうことを忘れないでください。

本当に売るべきは
　　　「コンセプト」である

経経 営営 知知 識識 ച্を৳͹すϊ΢ϋ΢� ͦの� （�ճ࿈ࡌ）
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長
野
市
商
工
会
商
業
部
会
で
は
、
商
工
会
管
内
に
あ
る

「
知
る
人
ぞ
知
る
」魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
巡
る
周
遊
ル
ー

ト
を
策
定
し
、
長
野
市
街
地
と
中
山
間
地
域
と
を
結
び
つ

け
る
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
客
の
中
山

間
地
域
へ
の
流
入
と
循
環
に
よ
り
、
長
野
市
内
全
体
の
活

性
化
を
図
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

平
成
31
年
度

に
は
具
体
的
な
事
業
に
着
手
し
、
周
遊
ル
ー
ト
の
策
定
を

進
め
、
平
成
32
年
度
か
ら
は
情
報
発
信
等
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展

開
す
る
予
定
で
す
。

⑴ 

目
的
・
効
果

　

長
野
市
内
に
は
善
光
寺
を
は
じ
め
と
し
た
豊
富
な
観
光

資
源
が
あ
り
、
当
商
工
会
管
内
に
お
い
て
も
戸
隠
・
鬼
無

里
地
区
や
川
中
島
古
戦
場
な
ど
の
市
内
有
数
の
観
光
地
が

あ
り
ま
す
が
、
観
光
客
の
市
内
周
遊
率
は
非
常
に
低
く
、

平
均
滞
在
時
間
が
短
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
商

工
会
管
内
に
お
い
て
は
「
知
る
人
ぞ
知
る
」
隠
れ
た
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
各
地
域
で
少
な
か
ら
ず
存
在
し
ま
す
が
、
周

知
・
Ｐ
Ｒ
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
資
源
と
し

て
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
、
管
内
に
あ
る
既
存
の
観
光
資

源
と
潜
在
的
な
観
光
資
源
を
巡
る
新
た
な
周
遊
ル
ー
ト
を

策
定
し
、
長
野
市
街
地
と
中
山
間
地
域
と
を
結
び
つ
け
る

観
光
道
路
と
し
て
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
客
の
中
山
間
地
域

へ
の
流
入
と
循
環
に
よ
り
、
長
野
市
内
全
体
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑵ 

事
業
内
容

①
　�

長
野
市
周
遊
ル
ー
ト
（
名
称
：
天
空
街
道
）
の
策
定

と
情
報
発
信
事
業

　

商
工
会
管
内
に
あ
る
観
光
資
源
を
結
ぶ
周
遊
ル
ー
ト

（
名
称
：
天
空
街
道
）
を
策
定
し
、
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
を
作

成
し
ま
す
。
ま
た
、
長
野
市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
観
光
客
等
に
広
く
情
報
発
信
し
ま
す
。

②
　�

観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
お
っ
た
ま
げ
ポ
イ
ン
ト
」
の
設
定

と
案
内
看
板
の
設
置

　

周
遊
ル
ー
ト
周
辺
の
各
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
「
お
っ
た
ま

げ
ポ
イ
ン
ト
」
を
設
定
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
投
稿
を
意
識
し

た
案
内
看
板

を
設
置
し
ま

す
。
ま
た
、

潜
在
的
な
観

光
ス
ポ
ッ
ト

を
発
掘
す
る

た
め
、
常
に

情
報
収
集
を

行
い
、
ポ
イ

ン
ト
の
設
定

と
見
直
し
を

行
っ
て
い
き

ま
す
。

⑶ 

現
在
の
状
況

　

平
成
30
年
7
月
に
長
野
市
商
工
会
商
業
部
会
幹
事
会
で

事
業
概
要
に
つ
い
て
承
認
を
い
た
だ
き
、
9
月
に
は
周
遊

ル
ー
ト
の
原
案
を
作
成
す
る
べ
く
、
予
定
ル
ー
ト
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
走
行
距
離
に
し
て
1
6
0
㎞
余
り
に

お
よ
び
一
日

が
か
り
の
視

察
と
な
り
ま

し
た
が
、
参

加
者
も
商
工

会
管
内
に
あ

る
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た

観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
実
際
に

巡
り
、
単
独

で
も
誘
客
を

図
れ
る
よ
う

な
隠
れ
た
観

光
資
源
が
数

多
く
あ
り
、

今
後
の
事
業

展
開
に
期
待

が
も
て
る
視

察
と
な
り
ま

し
た
。

長
野
市
商
工
会
商
業
部
会
で
は
現
在

 

「
長
野
市
周
遊
ル
ー
ト
策
定
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
��

商業部会

天空街道ルートマップ

北アルプスが一望できる鬼無里の大望峠 大岡の芦ノ尻道祖神北アルプスが一望できる鬼無里の大望峠

視察の様子
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6

会員企業
紹介コーナー

〒381-2233　
長野市川中島町上氷鉋1345
TEL 0120-36-4119

（受付時間：平日16:00～21:00）
http://manabiya-kanae.jp/学び舎 かなえ川中島

支部

学
習
塾
「
学
び
舎 

か
な
え
」

　

川
中
島
駅
か
ら
徒
歩
2
3
0
歩
の
場
所
に
、
子

ど
も
達
の
た
め
の
学
習
塾
「
学
び
舎
か
な
え
」
を

開
校
い
た
し
ま
し
た
。
人
工
知
能
が
搭
載
さ
れ
た

最
先
端
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
、
小
中
学
生

の
子
ど
も
達
に
「
学
び
の
場
」
を
提
供
。
同
じ
教

室
内
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
全
く
違
っ
た
学
習

を
、
自
主
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
80
名
程
の

子
ど
も
達
が
在
籍
し
、
毎
日
「
楽
し
く
」
学
ん
で

い
ま
す
。
小
学
生
に
は
中
学
校
の
勉
強
を
先
取
り

し
て
学
習
し
た
り
、
中
学
生
に
は
模
擬
試
験
や
特

別
講
習
な
ど
を
実
施
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
通
っ

て
い
る
97
％
の
子
ど
も
達
の
学
力
が
向
上
し
ま
し

た
！
ま
た
年
に
数
回
、
親
子
が
無
料
で
参
加
で
き

る
「
B
B
Q
大
会
」
や
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
な
ど

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
春
、
高
校
生
と
大
人
を

対
象
と
し
た
、
2
校
目
も
開
校
し
ま
す
。

駅
前
カ
フ
ェ
「
和
（
な
ご
み
）」

　

同
じ
建
物
の
1
階
に
は
、
栄
養
士
が
経
営
す
る

カ
フ
ェ
が
あ
り
、
地
域
の
方
々
へ
の
食
事
や
喫
茶

の
提
供
以
外
に
、
塾
に

通
う
子
ど
も
達
や
そ
の

ご
家
族
へ
の
食
事
等
を

安
価
に
て
提
供
し
て
い

ま
す
。
塾
に
通
わ
せ
る

親
御
さ
ん
に
と
っ
て
、

「
夕
食
を
い
つ
ど
う
や

っ
て
取
ら
せ
る
か
」
は

意
外
と
大
変
だ
っ
た
よ

う
で
、
多
く
の
親
御
さ

ん
か
ら
ご

好
評
を
頂

い
て
い
ま

す
。
メ
ニ

ュ
ー
は
塾

の
子
ど
も

達
の
ア
ン

ケ
ー
ト
か

ら
「
お
に

ぎ
り
」
を

主
体
と
し

た
内
容
に

決
定
。
ホ

カ
ホ
カ
の
地
元
川
中

島
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
、

オ
ー
ダ
ー
を
受
け
て

か
ら
握
り
ま
す
。
毎

月
3
回
程
度
、
懐
か

し
の
「
歌
声
喫
茶
」

も
始
ま
り
ま
し
た
。

毎
回
20
名
程
度
の
地

域
の
方
々
が
集
ま
り
、

昔
懐
か
し
い
歌
謡
曲
な
ど
を
、
ギ
タ
ー
の
伴
奏
で

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
っ
て
い
ま
す
。「
川
中
島
の

戦
い
」
に
ち
な
ん
で
、
甲
州
の
ほ
う
と
う
と
信
玄

餅
、
上
越
市
の
笹
寿
司
と
笹
団
子
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
た
「
合
戦
御
膳
」
も
登
場
し
ま
し
た
。

野
菜
市
「
駅
前
マ
ル
シ
ェ
」

　

塾
前
の
屋
根
付
き
広
場
で
は
、
地
元
の
お
年
寄

り
達
を
中
心
と
し
た
、
N
P
O
「
エ
コ
ラ
イ
フ
信

州
」
の
皆
様
が
、
マ
ル
シ
ェ
（
野
菜
市
）
を
4
月

〜
11
月
の
毎
週

月
・
木
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
近
隣
の
農
家
で
採
れ
た
新
鮮
な

農
作
物
や
花
な
ど
が
安
価
で
出
品
さ
れ
、
地
域
の

方
々
が
買
い
物
や
情
報
交
換
に
多
く
訪
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
カ
フ
ェ
で
は
、
マ
ル
シ
ェ
に
並
ん
だ
地

元
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
地
産
地
消
で
す
！

三
位
一
体
で
地
域
の
活
性
化
を
！

　
「
塾
＋
カ
フ
ェ
＋
マ
ル
シ
ェ
」、
3
つ
が
連
動
し

て
動
き
始
め
た
川
中
島
駅
前
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
達
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
い
つ
で

も
誰
も
が
気
軽
に

集
え
る
場
所
を
目

指
し
て
、
も
っ
と

も
っ
と
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
！

川中島駅前に「塾＋カフェ＋マルシェ」
　　　三位一体・地域交流の場所が登場！

ָͦ͠͏にΧϑΣͰ ৯事Λ͢るक़の子どもୡ

ҧͬた学年の子どもୡ͕、ಉ時に
ͦΕͧΕの学शΛਐΊる教ࣨ内෩ܠ

Նに։࠵さΕた「ྲྀͦ͠͏ΊΜେձ」には70໊以上͕
Ճ͠ま͠たࢀ

マϧシΣのӡӦΛさΕ͍ͯる/10「ΤίϥΠϑ৴भ」
のօ༷

1年ؒͰ3000人以上の人ʑ͕଍ΛӡΜͩ
ӺલマϧシΣ

1֊͕ΧϑΣ、2֊͕क़ɻ
ςϥス੮Ͱ͢ܜٳる子どもୡ
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会員会員さんは会員さんは
こんな人こんな人

かいいん

ひと
趣味紹介

七二会支部

は、஌ࣝͱ͕ݧܦ増͑、ϑΟーϧυも
りま͠たɻͦΕͰも、ࣗવͱ૬ର͕޿
͢るۓுײ΍ߴ༲ײは 20 ౰時ͱԿࡀ
ΒมΘ͍ͬͯまͤΜɻࠓͰもৗに৽઱
なͪ࣋ؾͰυΩυΩ΍ϫΫϫΫΛڳに
か͍ま޲にࢁ ɻ͢

ᖒ͞んʹͱͬͯٶ ͷङྌͷັྗはʁ
　ҰݴͰද͢なΒ「ࣗવͱのਅ݋উෛ」
Ͱ ɻ͢長野ݝ内Ͱはྫ年 11月15 日か
Βཌ 2 月15 日の 3 Χ月͕ؒङྌؒظ
ͱ定ΊΒΕ͍ͯま ɻͦ͢のݶΒΕた時
ؒのதͰ、ࢁͱ͍͏େࣗવΛ෣୆に野
生ಈ෺たͪの໋ͱ͖޲߹͏͜ͱ͕、Կ
よりのັྗͰあり୉ޣຯͩͱ͡ײま ɻ͢

　たͱ͑͹、ಉ͡ࢁͰあͬͯもߦ
͘たͼに৽͍͠෩ܠ΍ҟなるシ
νϡΤーションにૺ۰͠ま ɻ͢ಈ
෺たͪも、աڈのݧܦかΒある
ఔ౓のಈ͖はಡΊͯも、൴Βの͢
΂ͯΛ༧ଌ͢る͜ͱはෆ可能Ͱ ɻ͢
͜のҰےೄͰは͍かな͍೉͠さ΍
もどか͠さ͕あるかΒͦ͜、ૂͬ
た֫෺Λཹ࢓ΊΒΕた時のتͼ΍
ຬ଍ײもେ͖͍のかも͠ΕまͤΜɻ
ಛに࢟Λ現͢͜ͱ͢Β௝͍͠Ϡマ
υϦ͕֫Εた時はࠓͰもތΒ͍͠
になりまͪ࣋ؾ ɻ͢͜͏ͯ͠໿ 45
年ࢁに通͍ଓ͚͍ͯͯもङྌΛ࢝

Ίた౰時ͱಉͪ࣋͡ؾͰ͍ΒΕるのは、
ࣗવ͕૬खͩかΒなのͰ͠ΐ͏ɻ

ङྌΛָ͠Ή͏͑Ͱେ੾ͳ͜ͱはʁ
　̡ ҆શʳにਚ͖ま ɻ͢ङྌには、ྌॐ
Λѻ͏͜ͱ、ࢁに଍Λ౿Έ入Εる͜ͱ、
野生ಈ෺ͱରቂ͢る͜ͱなど、҆શに
ର͢るҙࣝΛ͘ߴ保たͶ͹େ͖な事ނ
Λট͖かͶな͍ཁૉ͕਺ଟؚ͘まΕͯ
͍ま ɻ͢ಛにࢲは、た͍͍ͯҰ人Ͱࢁ
に入るたΊ、トϥϒϧにݟ෣ΘΕたΒ

ङྌΛ始Ίたͷはいͭ、Ͳんͳ͖ͬ
͔けͰ͠た ʁ͔
　࢝Ίたのはङྌ໔ڐΛऔ得͢る
͜ͱ͕Ͱ͖る20 Ͱࡀ ɻ͖ͬ͢か͚
は、༮͍ࠒかΒ父΍॑父たͪかΒ
ྌの࿩Λฉ͍たり、֫෺の೑Λඒ
ຯ͍͘͠た͍ͩたり͢る͏ͪに、ಌ
Εの೦Λ๊͘よ͏になͬた͜ͱͰ ɻ͢
にͱͬͯङྌはͱͯも਎ۙなଘࢲ
在Ͱあり、ಉ時に「ྌ͕Ͱ͖るʹҰ
人લの証」ͱ͍͏ΠϝーδͰ͠たɻ
ྌॐΛยखにࢁ΁޲か͍、֫෺Λ
Ҿͬさ͛ͯͯͬؼདྷる父΍॑父た
ͪの࢟は、子どものࠒのࢲにͱͬ

ʠͯେ人のஉʡの৅௃ͩͬたのか
も͠ΕまͤΜɻࣗ෼もૣ͘େ人に
なͬͯ ྌΛ͠た͍ͱ͍ͯ͑ߟま͠たɻ
　18 かΒࣹܸ৔に通ͬͯྌॐࡀ
のѻ͍方Λ学ͼ、20 ΛڐͰ໔ࡀ
औ得͠ま͠たɻ࣮ࡍにྌにग़るよ
͏になͬͯかΒ現在にࢸるまͰに

ࣗ෼Ұ人Ͱରॲ͠な͚Ε͹なりまͤ
ΜɻͦのたΊ、҆શにର͢るҙࣝͱ
උ͑Λ࣋つよ͏、毎ճࣗ෼に͍ݴฉ
かͤま ɻ͢
　ͦΜなࢲにも、๨Ε得͵௧͍͍ࢥ
ग़͕ありま （ۤ͢স）ɻͦΕはङྌྺ
も 20 年になΖ͏かͱ͍͏25 年΄ど
લ、ݫౙظにיྌにग़か͚た時の͜
ͱͰ ɻࣹ͢ࢭΊた͕יμϜބにམͪ
たたΊ、ބ൞かΒ਎Λ৐りग़ͯ͠Կ
な͘खΛ৳͹͠たͱ͜Ζ、ͦのまؾ
まམਫʜॿ͚Λݺ΅͏にもਅౙのࢁ
தにμϜބΛ๚Εる人など͍るΘ͚
もな͘、໨のલにはίンΫϦートの
น͕ͦ͘ߴͼ͑るͱ͍͏ઈ๬తなঢ়
にؕͬͯگ ͠まͬたΜͰ ɻ͢
　ͦの時は޾ӡにもބ൞かΒਨΕԼ
͕͍ͬͯた໦のࢬΛつたͬͯนΛよ
͡ొり、Կͱかځ஍Λ୤͠ま͠た͕、
Ұॠの༉அͱ「མͪるΘ͚͕な͍」
ͱ͍͏͑ߟの؁さ͕ট͍た໋Λもڴ
か͢ग़དྷ事に、େ͖な教܇Λ得ま͠
たɻ͜のҰ݅以߱、「ແ事にؼる͜ͱ」

「ࣗ෼も人もܾͯ͠ইつ͚な͍͜ͱ」
「൑அに໎ͬたΒ΍Ίる͜ͱ」ΛͦΕ
まͰ以上にపఈ͢るよ͏になりま͠
たɻ
　͜ΕかΒも҆શୈҰΛ৺にཹΊͯ、
ମ͕ಈ͘ݶりはࣗવͱのਅ݋উෛΛ
ָ͠Έଓ͚た͍ͱͯͬࢥ ͍ま ɻ͢

   VOL.6    宮澤幸男 氏
ラーメン店「八珍」（19号線沿い）店主／
長野市商工会七二会支部
ラーメン店「八珍」：信州ジビエマイ
スターでもある宮澤さん自ら調理を手
掛ける店。地元に愛されるアットホー
ムな雰囲気、味噌ラーメンが人気。

狩猟

お気に入りの猟銃を手に持つ宮澤さん

宮澤 幸男氏
（みやざわ・ゆきお）
昭和28年 長野市（旧大岡村）
生まれ。船（小型船舶免許1
級保有）やグライダーも楽し
むという多趣味ぶり。「特に
鍛えたことはないけど、仕事
でも趣味でも体を動かしてい
るから自然と体力が付いたの
かも」と、屈託なく笑った。

所在地：長野市篠ノ井山布施 8733
TEL：026-229-3727

狩猟は自然との真剣勝負

射止めたヤマドリ
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編

集

後

記

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
新
し
い
企
画
を
取
り
入
れ

て
、
楽
し
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
情
報
満

載
の
誌
面
作
り
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に

は
、
誌
面
へ
の
ご
感
想
・
ご
意
見
な
ど
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
食
の
ト
レ
ン
ド
と
い
う

と
長
野
県
人
に
は
お
馴
染
み
の
〝
さ
ば

缶
〞
と
〝
凍
み
豆
腐
〞
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
青
魚
と
豆
腐
な
の
で
そ
の
効
用
は

今
更
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的

な
食
品
の
顕
著
な
効
用
に
改
め
て
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
報
道
が
あ
る
と
、
意
外
性
も

手
伝
っ
て
か
ブ
レ
ー
ク
し
、「
お
宝
」
化

す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
お
宝

と
言
え
ば
新
年
早
々
、
1
本
1
0
0
万
円

の
1
0
0
本
1
億
円
お
年
玉
が
話
題
に
な

り
ま
し
た
。
お
宝
ゲ
ッ
ト
の
チ
ャ
ン
ス
は

ど
こ
か
ら
か
舞
い
込
む
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
、
よ
く
見
れ
ば
お
宝
が
こ
ろ
が
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
宝
く
じ
を
買
う
の

も
一
法
で
す
が
、
人
と
交
流
し
た
り
ア
ン

テ
ナ
を
高
く
し
て
情
報
収
集
す
る
こ
と
も

お
宝
を
呼
び
込
む
一
つ
の
方
法
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
会
員
の
皆

様
に
は
、
商
工
会
で
培
っ
た
人
脈
や
そ
の

施
策
を
大
い
に
利
用
し
活
用
し
て
い
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
会
員

と
そ
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　201�年10月1日࣮ࢪのফඅ੫ܰݮ੫཰੍౓に
ର͢るิॿ金（ܰݮ੫཰ରิࡦॿ金）のิॿର৅
の֦େ等͕ߦΘΕま͢ɻ
੫཰（ෳݮॿ金ͱは、ফඅ੫ܰิࡦ੫཰ରݮܰ　
਺੫཰）੍౓΁のରԠ͕ඞཁͱなるதখا業・খ
、໛事業ऀにର͠、ෳ਺੫཰ରԠϨδのಋ入΍ن
डൃ஫シスςϜのվम等にཁ͢るܦඅのҰ෦Λิ
ॿ͠、ಋ入等の४උ͕円׈にਐΉよ͏支ԉ͢る੍
౓Ͱ͢ɻ
　ਃ੥ݶظは201�年12月16日Ͱ、ಉ年の�月
30日まͰにಋ入・վम、支෷͍͕ྃ͠׬たもの͕
ର৅Ͱ͢（डൃ஫シスςϜのվमにつ͍ͯはಉ年
6月28日まͰに事લਃ੥͕ඞཁͱなりま͢）ɻ

ओͳ಺༰
˞ ຊાஔは����೥�݄�೔Ҏ߱のਃ੥͔Βద༻ʹ

ͳΓま͢ɻ

（1）ิॿର৅ͷ֦େ
（2）ิॿ཰ͷҾ্͛
　　現ߦ「3෼の2以内」ˠ
ଇʮ�෼の�Ҏ಺ʯʹҾ্͛ݪ 
　　※3万円ະຬのϨδΛ1୆のΈߪ入ˠ
 ʮ�෼の�Ҏ಺ʯʹҾ্͛

（3）ิॿର৅ऀۀࣄͷ֦ॆ
本ิॿ金のৄࡉにつ͍ͯは、ϗーϜϖーδまたは
ਃ੥૭ޱͰ֬͝ೝͩ͘さ͍ɻ
ϗーϜϖーδɿIUUQ���L[UôIPKP.KQ�
ɿޱਃ੥૭　ہ੫཰ର策ิॿ金事຿ݮܰ
 0120ô398ô111（ແ料）
 0570ô081ô222（༗料）
 ��00 ʙ 17�00（౔・日・ॕআ͘）

【ご相談・お問い合わせは】 教育ローンコールセンター 

※日曜日、祝日、年末年始（12/31～1/3）はご利用いただけません。

0570-008656
ハローコール

（または 03-5321-8656）

国の教育ローン 
詳しくは Web で！ 

検索

受付時間 月～金曜日／9：00～21：00
　　土曜日／9：00～17：00

日本政策金融公庫　長野支店　国民生活事業　（026）233－2141

高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象
とした公的な融資制度です。
【ご 融 資 額】お子さま1人あたり350万円以内
【金　　　利】年1.78％　固定金利
　※「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯年収200万円（所得122万円）

以内の方」または「子ども3人以上の世帯かつ世帯年収500
万円（所得346万円）以内の方」は年1.38％（平成30年
11月12日現在）

【ご返済期間】15年以内
　※「交通遺児家庭」、「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯年収200

万円（所得122万円）以内の方」または「子ども3人以上の
世帯かつ世帯年収500万円（所得346万円）以内の方」は
18年以内）

【お使いみち】入学金、授業料、教科書代、アパート・
マンションの敷金･家賃など

【ご返済方法】毎月元利均等返済
　　　　　　　（ボーナス時増額返済も可能）
【保　　　証】（公財）教育資金融資保証基金
　　　　　　  （連帯保証人による保証も可能）

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）
　　　　　　　　　　　　がサポート！

消費税軽減税率対策補助金（レジ補助金）
の補助対象の拡大等について

会員様へのお知らせコーナー




